












CHAPTER:7

事例１：企業とＮＧＯのパートナーシップによる
           持続可能な森林再生プロジェクト

　企業と NGO/NPO のパートナーシップは増加傾向にあり、その内容は徐々に多様化し

てきています。森林保全分野でも、従来は単発的な資金提供が主でしたが、近年では継続的

な支援や企業担当者の現地訪問、調査・計画・評価への参加など、プロジェクト実施に関わ

る実質的なパートナーシップの事例が少しずつ増えています。ここでは、企業と

NGO/NPO 連携の優良事例を紹介します。

  事例１では、企業と NGO/NPO のパートナーシップによる地元コミュニティや生物多

様性に配慮した持続可能な森林保全のモデルについて、事例２では、複数の NGO/NPO

とパートナーシップを組んで、森林生態系保全活動に取り組む企業のプロジェクトの目的設

定や進め方について、事例３と４では、企業の原材料の調達と関連する森林保全活動と持続

可能な森林利用の推進について取り上げます。

  なお、NGO/NPO とのパートナーシップが成功している企業の共通点は、「森林保全分

野のパートナーシップ構築のあり方調査報告書」では以下のようにまとめられています。こ

こで紹介する優良事例もまた、これらと同じ共通点を有しています。

1.在来種による森林再生：苗木生産・植樹・維持管理・保護・パトロール・山火事防止

2. 住民の代替生計手段の提供（天然林伐採を減少させるため）：アグロフォレストリー

普及・ 技術指導

3.保全活動への地元社会の参加促進：普及啓発キャンペーン・能力構築・技術指導

4.森林減少対策：薪炭用樹木の植栽・非木材燃料の調理器具導入・植林基金の設立

概要：トヨタ自動車株式会社とコンサベーション・インターナショナルは、フィリピン共和

国のルソン島において、2007年から相手国政府、自治体との協働により熱帯林再生プロジェ

クトを実施しています。「住民と共生する持続可能な植林」を目指し、熱帯林の再生と果樹（マ

ンゴー）による住民の所得向上、森林伐採に頼らない経済的自立のモデルづくりとともに、

支援終了後もこのモデルが継続されていくための取り組みを行っています。トヨタ自動車で

は、このプロジェクトを、自社の生物多様性への取り組みを規定する「生物多様性ガイドラ

イン」（2008年３月策定）に基づく取り組みの一つとして位置づけています。

NGO/NPO とのパートナーシップが成功している企業の共通点
●森林保全への取り組みが社の方針として位置づけられていること。
●企業担当者が現地訪問したり内容に踏み込んだ長期的連携を行っており、企業

側にオーナーシップがあること。
●プロジェクト単体での支援だけでなく、森林問題への取組、解決という目的を

共有していること。
●議論と対話を重ね、NGO/NPO や地元団体・コミュニティと信頼関係を築いていること。

第 7 章 企業と N G O ／ N P O のパートナーシップの
　　あり方と優良事例

トヨタの持続可能な森林再生プロジェクトモデル
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植林・森林再生
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生物多様性保全
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土壌流失防止

森林再生活動・森林劣化対策新たな森林再生の資金

果実収穫
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維持管理

本プロジェクトで行っている主な活動は以下の通りとなっています。

植林用の苗木生産
ⓒコンサベーション・インターナショナル　

植林後の管理
ⓒコンサベーション・インターナショナル　

燃料用のための森林伐採対策として、
籾ガラストーブを普及
ⓒコンサベーション・インターナショナル　

活動の特徴 :このプロジェクトの特徴は、以下の４点にまとめることができます。

　なお、本プロジェクトは、生物多様性、地元コミュニティにも配慮した植林活動である

ことが評価され、2009年12月にCCBゴールド認証（P.43「10章 森林保全活動に関連す

るガイドラインとその活用）を取得しています。

①森林荒廃対策（住民による天然林からの伐採をゼロに）と住民の収益倍増（果樹

からの収益）に数値目標を掲げていること

②燃料用の森林の造成などにより住民へ計画的に燃料を供給

③生物多様性保全と水源涵養機能の回復

④植林した樹木の活着率に応じた管理費支払いと、森林の持続的な利用に関する啓蒙

活動による住民主体の育林の促進

27 28

27 28



CHAPTER:7

事例１：企業とＮＧＯのパートナーシップによる
           持続可能な森林再生プロジェクト

　企業と NGO/NPO のパートナーシップは増加傾向にあり、その内容は徐々に多様化し

てきています。森林保全分野でも、従来は単発的な資金提供が主でしたが、近年では継続的

な支援や企業担当者の現地訪問、調査・計画・評価への参加など、プロジェクト実施に関わ

る実質的なパートナーシップの事例が少しずつ増えています。ここでは、企業と

NGO/NPO 連携の優良事例を紹介します。

  事例１では、企業と NGO/NPO のパートナーシップによる地元コミュニティや生物多

様性に配慮した持続可能な森林保全のモデルについて、事例２では、複数の NGO/NPO

とパートナーシップを組んで、森林生態系保全活動に取り組む企業のプロジェクトの目的設

定や進め方について、事例３と４では、企業の原材料の調達と関連する森林保全活動と持続

可能な森林利用の推進について取り上げます。

  なお、NGO/NPO とのパートナーシップが成功している企業の共通点は、「森林保全分

野のパートナーシップ構築のあり方調査報告書」では以下のようにまとめられています。こ

こで紹介する優良事例もまた、これらと同じ共通点を有しています。

1.在来種による森林再生：苗木生産・植樹・維持管理・保護・パトロール・山火事防止

2. 住民の代替生計手段の提供（天然林伐採を減少させるため）：アグロフォレストリー

普及・ 技術指導

3.保全活動への地元社会の参加促進：普及啓発キャンペーン・能力構築・技術指導

4.森林減少対策：薪炭用樹木の植栽・非木材燃料の調理器具導入・植林基金の設立

概要：トヨタ自動車株式会社とコンサベーション・インターナショナルは、フィリピン共和

国のルソン島において、2007年から相手国政府、自治体との協働により熱帯林再生プロジェ

クトを実施しています。「住民と共生する持続可能な植林」を目指し、熱帯林の再生と果樹（マ

ンゴー）による住民の所得向上、森林伐採に頼らない経済的自立のモデルづくりとともに、

支援終了後もこのモデルが継続されていくための取り組みを行っています。トヨタ自動車で

は、このプロジェクトを、自社の生物多様性への取り組みを規定する「生物多様性ガイドラ

イン」（2008年３月策定）に基づく取り組みの一つとして位置づけています。

NGO/NPO とのパートナーシップが成功している企業の共通点
●森林保全への取り組みが社の方針として位置づけられていること。
●企業担当者が現地訪問したり内容に踏み込んだ長期的連携を行っており、企業

側にオーナーシップがあること。
●プロジェクト単体での支援だけでなく、森林問題への取組、解決という目的を

共有していること。
●議論と対話を重ね、NGO/NPO や地元団体・コミュニティと信頼関係を築いていること。

第 7 章 企業と N G O ／ N P O のパートナーシップの
　　あり方と優良事例

トヨタの持続可能な森林再生プロジェクトモデル

地域社会の
生計支援

果実からの収益の
一部をプール

森 林

荒廃地

在来種の植樹

植林・森林再生

果樹の植栽

アグロフォレストリー

生物多様性保全
森林保護

土壌流失防止

森林再生活動・森林劣化対策新たな森林再生の資金

果実収穫

Reforestation Fund

維持管理

本プロジェクトで行っている主な活動は以下の通りとなっています。

植林用の苗木生産
ⓒコンサベーション・インターナショナル　

植林後の管理
ⓒコンサベーション・インターナショナル　

燃料用のための森林伐採対策として、
籾ガラストーブを普及
ⓒコンサベーション・インターナショナル　

活動の特徴 :このプロジェクトの特徴は、以下の４点にまとめることができます。

　なお、本プロジェクトは、生物多様性、地元コミュニティにも配慮した植林活動である

ことが評価され、2009年12月にCCBゴールド認証（P.43「10章 森林保全活動に関連す

るガイドラインとその活用）を取得しています。

①森林荒廃対策（住民による天然林からの伐採をゼロに）と住民の収益倍増（果樹

からの収益）に数値目標を掲げていること

②燃料用の森林の造成などにより住民へ計画的に燃料を供給

③生物多様性保全と水源涵養機能の回復

④植林した樹木の活着率に応じた管理費支払いと、森林の持続的な利用に関する啓蒙

活動による住民主体の育林の促進

27 28

27 28




